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研究論文

地域における看護技術(清潔簡潔導尿)の講習会の検討

一受講者(教員.保護者)と技術指導者(学生)への効果-

永石 喜代子1),福田 博美2),石井 美紀代3),水野 昌子4)

【要旨】医療的ケアを必要とする子ども達の支援のあり方について,地域における在宅看護の講習会(東

京都,名古屋市,北九州市)を実施し,参加者への質問紙調査および聞き取り調査を行い,講習会の効果

を検討した。対象者は,講習会参加者の教員,保護者など家族の63名,実技指導および相談活動者として

参加した5名の学生とした。分析項目は,医療的ケアのなかで,特に不安や抵抗,嫌悪感が強い清潔簡潔

導尿について実施した。その結果,地域における講習会は清潔簡潔導尿という医療的ケアを必要とする子

どもへの理解,支援者の自己効力感の向上,医療的ケアの理解や支援意欲を高めた。さらに講習会に参加

した学生は,清潔簡潔導尿に対する学生の羞恥心や嫌悪感の減少という意識変容が見られた。このことか

ら地域における在宅看護の講習会は,医療的ケアヘの理解,技術向上に効果的であることが示唆された。

キーワード=清潔簡潔導尿,地域/在宅看護,講習会,医療的ケア

1.緒言

人は元来,自らの力で健康を守ろうとするも

のという「セルフケア」の考えがオレム理論で

ある。「人々は自分たちで自分たちの世話をする

ことができる。病気やヶアで自分たちでは世話

ができなくなった時に,代わりに世話するのが

看護である」という考えである1 ),2)。医療的ヶア

を必要とする子ども達は,呼吸,食事,排泄な

どに伴うセルフケア不足と捉え,その支援者は

家族,ヘルパー,看護師や医師,教員,友人,

親戚,近隣の人々などである。支援者である家

族などのセルフケア能力を向上させるには,「そ

の行動をうまくやれるという自信」,「できそう

かな」と感じることができるように,支援者の

自己効力感を向上させる指導が必要である3)。

在宅ヶアは,療養者と家族の教育・支援を必

要とし,保健医療福祉の専門職やボランティア

などの一般の人々と分担しながらチームでケア

を提供し,教育など療養者の日常生活に関わる

人々が療養者の生活の質を支えている4)。医療的

ヶアを必要とする子どもの支援には,地域にお

ける在宅看護のあり方が重要であると考える。

著者達のグループでは,医療的ケアを必要と

する子ども達の支援のあり方について,地域に

おける講習会を重ねている5-7)。在宅における医

療的ケアは,基本的には本人,家族が行うこと

になる。学生への看護教育において,実技ビデ

オ(大阪府医師会,大阪府教育委員会:『小児

の在宅生活支援のための医療的ケア。マニュア

ル,ミック大阪』8)の視聴では,「痛そうで見て

いてつらい」「自信がない」などの否定的な感想

が一部あった9)。特に,医療的ケアの演習のなか

でも,清潔簡潔導尿は不安や抵抗が強いという

ことが考えられた。そこで,地域における清潔

簡潔導尿の講習会の効果を検討した。

2.研究目的

教員および保護者を対象とした医療的ヶアの

講習会の効果を,受講者や実技指導および相談

活動者として参加した学生から検討する。

3.研究方法

1)研究期間および対象

講習会は平成18年10月~19年3月に,東京都,

名古屋市,北九州市で会場を設定し各会場1日

ずつ実施した。参加した保護者,教員等は,二

分脊椎症協会および広報において募集した。

平成22年12月6日受理

1)鈴鹿短期大学

2)愛知教育大学教育学部養護教育講座

3)西南女学院大学

4)公立瀬戸旭看護専門学校
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地域における看護技術(清潔簡潔導尿)の講習会の検討一受講者(教員.保護者)と技術指導者(学生)への効果-

学生は,講習会の説明をして参加者を募り,

養護教諭養成課程で,すでに医療的ケアの実習

及び臨床実習を修了した学生5名とし,引率教

員2名の指導,監督の下の参加とした。学生の

役割は,指導者の管理下における実技指導およ

び相談活動とした。

講習内容は,導尿の必要性の概論および手技

の説明,導尿モデル(男性タイプ・女性タイプ),

小児万能型実習モデルを用いた清潔簡潔自己導

尿の実習であった(表1)。講習会の開始時に保

護者と教員へは質問紙調査用紙を他の資料とと

もに配布し,講習会終了後に質問紙調査用紙を

回収した。学生へは講習会終了後に聞き取り調

査を行った。聞き取った内容は,KJ法でカテゴ

リー化,図式化した。

質問紙調査は医療的ケアに関する内容で,自

己導尿,経管栄養,吸引などの項目で調査し,

本研究ではその中の清潔簡潔自己導尿の項目を

分析した。

表1.講習会内容

内 容 担当者 時間

導尿の必要な疾患の解剖・

生理学的説明

医師 45分

自己導尿における日常生活

の援助方法

看護師 15分

シミュレータを用いた体験

実習

学生・

引率教員

90分

2)倫理的配慮

研究協力者に対しては,研究の目的,研究の

方法,研究への参加は自由意志であり不参加に

よる不利益を被らないこと,参加同意した後で

もいつでも撤回できること,プライバシーが守

られることについて文書で十分に説明し,同意

書を作成し,同意を得た。また,公表について

の許可を得た。

4。研究1:講習会参加者(保護者。

教員等)への効果

1)属性

講習会参加者の保護者および教員等から,71

名の調査用紙を回収し,未回答等の8名を分析

対象から外し63名を分析した。 63名の内訳は,

教員19名(養護学校教諭,一般校教諭,幼稚園

教諭(保育士),養護学校養護教諭,一般校養護

教諭),保護者等44名(両親,祖父母等)であっ

た。

2)講習前の無菌操作の導尿,自己導尿の経験

(見学を含む)の有無

講習会前に,講習会参加者に無菌操作と自己

導尿による導尿の見学や実技の経験の有無を質

問紙調査でリサーチした。その結果,無菌操作

による導尿は参加した教員の4人(19.0%),保

護者の28名(57.1%)が「あり」と回答していた。

自己導尿の見学や実技の経験は参加した教員の

2名(9.5%),保護者の15名(30.6%)が「あり」

と回答していた。いずれの項目においても保護

者が教員等より見学や経験者が多かった。

3)講習後の意識調査の結果

講習会修了後に実施した質問紙調査の結果を

表2に示した。「自己導尿の必要な子どもに対し

て,医師の研修を受ければ介助できると思う」

は,教員,保護者等を合わせて,「とても思う」

が38名(60.3%)と最も多く,次いで「やや思う」

が22名(34.9%),「あまり思わない」が3名

(4.8%)で,9割強の参加者が「できる・ややで

きる」と答えていた。

教員と保護者等の比較では,「とても思う」が

保護者等は33名(75.0%)と7割強であったのに

対して,教員は5人(26.3%)と2割強と低い回

答であった。

「自己導尿の必要な子どもへの支援方法を具

体的に検討できると思う」は,全体で「とても

思う」が40名(63.5%)と最も多く,次いで「や

や思う」が22名(34.9%),「あまり思わない」が

表2 講習会終了後の調査 (介助や検討ができるかどうか) 名(%)

質問項目 対象者 とても やや あまり 全く

思う 思う 思わない 思わない

医師の研修を受ければ自己導尿の 教員(n=19) 5(26.3) 11(57.9) 3(15.8) O(0.0)

介助かできると思う 保護者等(n=44) 33(75.0) 11(25.0) O(0.0) O(0.0)

自己導尿の必要な子どもへの支援 教員(n=19) 9(47.4) 10(52.6) O(0.0) O(0.0)

方法を具体的に検討できると思う 保護者等(n=44) 31(70.5) 12(27.3) 1( 2.2) O(0.0)
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1名(1.6%)で,ほとんどの参加者が,介助で

きると思うと答えていた。

保護者からの自由記述では,「講習会で実技を

したことでやれそうな気がした。」「今後も講習

会に参加して行きたい。」「教員と保護者同士の

集まりで励まされた。」と言う内容が多かった。

教員等からは「保護者からの声を聞きながら実

習したことで,医療的ケアの必要性が実感でき

た」とのコメントが多かった。

5.研究2:学生の学び

1)属性

講習に参加した学生は5名であり,いずれも

養護教諭養成課程の最終学年であった。学内で,

自己導尿の講義および演習を経験していた。

2)調査結果

講習会終了後の学生への聞き取り調査を実施

した結果から,実技に対する意欲の変化と地域

看護における学びを確認した(表3)。

聞き取り調査の元ラベルを分析した結果,8

つのカテゴリーと2つの最終カテゴリーが抽出

された。 8つのカテゴリーは(①メンタル面の

向上②実践の看護技術の向上③医療的ケアヘの

意欲向上④対象者,保護者・教員・ボランティ

アの連携⑤思い伝わる。感じる⑥家族の気持ち

が学べた⑦親の要望が理解できた⑧地域看護,

講習会開催の必要性)であった。 2つの最終カ

テゴリーは,①意識の変容と②地域看護活動の

学びであった。

カテゴリー間の関係を図式化し説明を加えて

みた(図1)。

(1)清潔簡潔導尿に対する羞恥心,嫌悪感の軽

減であった。学生の実技に対する意欲の変化が

見られた。

講習会で保護者や教員等と一緒に体験談の話

を聞きながら実技指導を行って行くと,学内実

習以上に真剣になり,羞恥心を感じることはな

くなっていった。学内実習やビデオ鑑賞では,

羞恥心や嫌悪感があったが,現場の声を聞き,

実際に保護者や教員等との触れあいのなかで,

自分達も一生懸命になったという確認ができた。

また実際に実技をしてみると,個々の障害によ

って,困っていることや介助の方法が違うこと,

個々の観察が重要であり,今後も支援していき

たいという気持ちの変化が現れていた。講習会

での学びは,学内実習とは違い,他人事ではな

く身近な問題として捉えることができていた。

(2)地域看護の学びがあった。地域活動。講習

会の重要性は,単なる技術だけの指導ではなく,

心のヶアも必要であること,現場の話を直接聞

ける地域看護の学びがあった。地域における講

習会の必要性および重要性と保護者や医療機関,

学校,学校内などの連携が重要であることを学

んでいた。真剣に語る保護者の話を聞いて,養

護教諭の地域活動の大切さを学び,地域看護に

は子どもを守る環境が必要なのだという意欲の

向上が見られた。

6.考察

講習会に参加した者への質問紙調査の結果か

らは,次のことが明らかとなった。

①医療的ケアヘの理解

本研究の講習会への参加者は,導尿の見学や

経験を有した者が,教員等よりも保護者等が多

かった。これは,今回の保護者等は,二分脊椎

症の子どもの保護者がほとんどであり,子ども

は導尿が必要な場合が多いことで,保護者の方

が教員よりも経験者が多い結果となったと考え

られる。しかし,保護者や教員等の経験のない

者の中には,自己導尿をためらっていた保護者,

家族に必要な人はいるものの援助した経験のな

い保護者も存在し,今回の講習で改めて医療的

ケアの必要性を認識したようである。学生の学

びからも,「医療的ケアの必要な子に関してのケ

ア内容や技術が大切と思った」「学校現場におけ

る医療的ケアは自分には遠いものと思っていた

が身近に感じた」などと医療的ケアヘの理解が

高まったと考える。

②自己効力感の向上

講習会参加者の簡潔自己導尿の必要な子ども

に対して,医師の研修を受ければ介助できると

思う」は,教員,保護者等を合わせて,9割と

いう,ほとんどの参加者が,介助できると思う

と答えていることから,講習を終えて,「できる」

という自信に繋がっていると考える。同様に

「自己導尿の必要な子どもへの支援方法を具体的

に検討できると思う」は,全体で「とても思う」

「やや思う」を合わせて,9割強が,支援方法を

具体的に検討できると思うと答えている。

この結果からは「その行動をうまくやれると

いう自信」である自己効力感lo)を向上させたと

判断できる。これは,ハンデュラが提唱した学

習理論の概念であり,自己効力感を向上させる

ことが,教育・指導に方法として有効である11)

といえる。
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地域における看護技術(清潔簡潔導尿)の講習会の検討一受講者(教員・保護者)と技術指導者(学生)への効果-

表3 学生の学び一学生への聞きとり調査の結果-

最終カテゴリー カテゴリー 元ラベル

I.意識の変容 ①メンタル面の向上

(羞恥心,嫌悪感の軽減)

②実践の看護技術の向上

③医療的ケアヘの意欲向上

導尿へのはずかしさや嫌な感覚は無くなっていった

児童・生徒に何かできるか考えた(成長を考えた)

どのように指導したら良いかが,技術の確認ができた

具体的な技術で困っているかが理解できた

技術もしっかりと覚えないといけないと思った

医療的ケア内容や技術が大切と思った

実際に実施している人の気持ち思いが伝わった

自己導尿の手順の再確認が必要だと感じた

医療的ケアを必要とする子どもが多いことに驚いた

医療的ケアは講習会に参加して身近に感じた

医療的ケアについてもっと学ばないといけないと思った

導尿が大切だということを実感した

医療的ケアは確実に増えてきているなあと思った

その子たちへ支援が必要だと思った

Ⅱ.地域看護活動の学

び

④対象者,保護者・教員・

ボランティアの連携

⑤思い伝わる・感じる

⑥家族の気持ちが学べた

⑦親の要望が理解できた

⑧地域看護,講習会開催の

必要性

対象者,保護者,担任,養護教諭の連携が大事と思った

保護者との連携が必要

医療的ケアに関する児童・生徒の思い

支える人たちの環境つくり(家族)の大切さを実感した

家族の気持ち(学校の受け入,保護者と学校側で話し合)

障害のある人たちを支える家族の思いを感じた

保護者・家族からの具体的な会話から学んだ

親の要望はあくまでも生活圏での話である

親の話から学校現場における医療的ケアを身近に感じた

お母さんだけでなく,お祖父ちやんまで含めて家族全てが出来る

ための計画(地域看護.在宅看護)がいると思う

気軽に,多くの教員や保護者が参加できてよかった

実際に医療的ケアを必要としている子どもが一般校にいることが

理解でき,地域での講習会が必要であることが実感した

実際に実技がある講習会が大切だと実感した

地域活動は,単なる技術だけの指導ではなく,心のケアも必要で

あることが理解できた

地域で保護者や教員と講習会を開催することの意義が理解できた

真剣に語る保護者の話を聞いて,養護教諭の地域活動が大切だと

思った

さらに,自己効力感の活用は「できそうかな」

と感じた時に行い成功体験をもつことで自己効

力感を高めて行くものである12)。参加者の自由記

述では「講習会で実技をしたことでやれそうな

気がした」「できそうかな」とのコメントがあり,

自己効力感を高めることができたと判断できる。

j4

③医療的ケアヘの支援意欲の向上

自由記述の「今後も講習会に参加して行きた

い。」「教員と保護者同士の集まりで励まされた。」

「保護者からの声を聞きながら実習したことで,

医療的ケアの必要性が実感できた。」などのコメ

ントからは,対象中心に考え,関係者との交流

や実体験で支援意欲が向上している。また,学
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生の学びの結果からは,現場の話を直接聞ける

ことで,支援意欲の向上に繋がるという,地域

における在宅看護のあり方の重要性が明らかと

なったと考える。

今回の講習を受けて教員は,医療的ケアの中

では,意欲向上へのつながりが困難な自己導尿

に対して,地域における講習会,医療的ケアを

実際に必要としている保護者等,養護教諭など

の実体験を通して,医療的ケアヘの介助意欲や

検討意欲の向上が得られた。

④簡潔自己導尿への羞恥心,嫌悪感の軽減とい

う意識変容

学生の学びの結果からは,羞恥心や嫌悪感の

軽減という意識変容が見られた。自己導尿の技

術習得には,教員や養護教諭にとって自己導尿

の介助であったにしろ,羞恥心や戸惑いがある。

水野ら13)の研究では,「看護基礎教育では,看護

師が看護技術として患者の性器を触れるという

行為に対して,患者のセクシュアリティに配慮

するものの,学生のセクシュアリティを重視す

ることなく,切り離し指導している場面も見ら

れる。さらに,患者の羞恥心に配慮する術は伝

えられているが,学生が羞恥心をどう乗り越え

ていくかについては伝えられていない」と述べ

られているように,学内実習で医療的ケアのビ

デオを見ただけでは,図1に示したように「羞

恥心,不安,恐怖,嫌悪感,痛そう,可哀想,

自信がない」などの感情が先行してしまう傾向

が見られた。学生が本講習に参加し,当事者や

その保護者,関係者の中での実体験したことは,

簡潔自己導尿に対する羞恥心や戸惑いを乗り越

える一つの方法であった考える。

また,「介助できると思うか」との問いに,

「とても思う」と答えた教員等は5人(26.3%)

と,保護者と比較して低い回答であった。この

ことは,簡潔自己導尿の介助の経験や見学者が

少なかっただけに,学生だけではなく,教員等

も羞恥心や戸惑いを感じていたのではと考える。

教員としての責任感から講習会に参加したもの

の,講習会に参加しただけでは,介助か「でき

る」又は「とても思う」という積極的な回答は

出せない状況であったと考える。教員等には積

極的に講習会を重ねることや,教員への研修会

が必要であると考える。

以上のように,保護者および教員等を対象と

した自己導尿の講習会は効果的であり,そこに

参加した学生には実施意欲や支援意欲を喚起す

ることができ,講習会は有効であったといえる。

地域における医療的ケアの講習会は,セルフケ

ア不足である子どもたちの支援に,具体的にど

のような援助をするかを,実体験できる講習会

であったと考える。

図1 地域看護の実践での学生学び
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地域における看護技術(清潔簡潔導尿)の講習会の検討一受講者(教員・保護者)と技術指導者(学生)への効果-

7.結論

医療的ケアを必要とする子ども達は年々増加

している。このケアを支えるには,保護者や教

員のサポートが重要となってきている。本研究

では,清潔簡潔自己導尿の講習会について検討

を行ったが,吸引や経管栄養などについても同

様に,このような講習会の機会を多くし,さら

に学生の体験学習の機会が重要であると考える。

このような機会を得ることで,学生の技術習得

意欲を高め,地域看護を考える重要な機会とな

り技術意欲の向上につながっていた。

ただし,本研究の対象者の保護者は,二分脊

椎症の子どもの保護者がほとんどであり,教員,

養護教諭,養護教諭養成課程の学生であること

から一般化はできない。今後,地域看護活動に

おける教育のあり方,看護学生教育においても,

更なる研究が必要であると考える。

この研究の一部は,科学研究費補助金「医療

ニーズの高い子どもに対する共通支援のための

研究」

(基盤研究(B)研究 課題番号 17330201)の

助成を受けて行っています。
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